
発生生態 
７月中旬ころから、葉の裏にうどん粉を振りかけたような
白いカビが発生します。うどんこ病という名称ですが、９月
下旬ころから越冬のための黄色い組織を形成し始め、さら
に晩秋には、それが黒色に変化します。 
 

防除対策 
病原菌は、落葉に付着して越冬するため、落葉を園外に
持ち出し処分することが大切です。 

薬剤防除は発生直前から初期にあたる５月中～下旬に行
うと効果的です。 

ナシ：うどんこ病（Powdery mildew） 
Phyllactinia pyri 
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葉裏に発生した様子 


